列島プロジェクト 2008年コアメンバー会議　　議事録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日時：2008年12月7日（日）　15:15～16:40
 　     場所：総合地球環境学研究所 　セミナー室３・４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

湯本：本についてはだいたい皆さん納得していただいたことなので。ただ横に並んだ場合、中部班＋東北班などは時代区分別にされていますが。横並びに見て3部か4部で、13章くらいから16章くらいかなと。執筆者・編集責任者の方には、機嫌よくやってくれれば一番だと思う。出版について、改めて何かありますか？
中井：原稿は基本的に一緒に入れるんですか？前が出ないと後ろが出ないとか。一斉ですね。
湯本：もちろんです。編集者のほうで考えてくれると思います。またフィードバックします。
田島：編集者の関与でさきほどの巻構成が変わっていくことは？

湯本：大丈夫です。それは私が主張するし、それは見てくれを変えればいい。第一部古代、第二部近世となると困るけれど、明示的に書かなければいい。ぜんぜんそれは目立たないと思うし、読者として頭に入りやすいというのが一番に考えてもらいたい。各チームで考えてもらえれば。
松田：そんなに簡単にいくかなあという気がする。明らかにばらばらと思われるよりは、これなら揃っているかなというようにしていると。そうでないと、出版社の編集から大きなクレームがくる。あまりにもでこぼこだと。
湯本：もちろんそうします。また個別にメールをしてそれぞれの人にご相談します。

安渓：章を書かれる方に、全体のことまで考えずに、ここのことを書いていただいていいということ。

佐久間：巻の中では課題が残っていて、議論するのは最後？
湯本：６巻については、一般論を出したいと思う。

佐久間：１巻についてはどう？内容的には感想ですけど、これ理科系の本だなと思われる可能性が高い。そこら辺は？
湯本：もちろん「コラム①蛇紋岩って何？」とかいうのもでていますので、うちの研究員の間でもあまり議論していなかったので、どうするのがいいか、また議論します。

今村：確認です。シリーズ全体のタイトルはどうするんですか？今回の要旨集では明示的ではないですね。6巻タイトルがシリースのタイトルを兼ねているような。
湯本：タイトルは出版社と相談するものなので。

佐久間：頭は理系の出版社やで。

今村：まあでも何となくこっちがイメージを持つのは悪くはない。「環境史」をみんなが一般的にどう捉えるかが私には分からない。この地球研の周りにいると日常的だけど、そうじゃない。

湯本：逆に環境史という言葉を広めようと言う意図もある。

今村：理系とかそういう問題じゃないというのは手かもしれない。

湯本：コンシリエンスなんて誰も知らない言葉で本を書いた人もいる。出版社と相談しながらみなさんとフィードバックしながらやっていこうと思います。

児島：巻の構成、目次の最終決定はいつですか？

湯本：横並び、横に並べてみて、来週クリスマス前にはちょっとみなさんに各巻のＭＬに流します。わたしは全部のＭＬに入っているので、各班には私の考えを投げるということをやります。
児島：具体的にここに出ている目次に対して湯本リーダーのチェックが入ってコメントが来て、それを受けて最終案を書き直すということですか？タイトル自体が変わることも？
湯本：書いている途中で変わることもあるが、章構成が大事だと思っているので、タイトルについては私の案をお送りします。クリスマス前までに。

佐々木尚：九州班の心配をしていて、今回九州班が出してきた目次は何回か言われていたように飯沼先生が独断で直前にばばっと書いて出したものです。サハリンはしっかり前に出していただいた。児島先生がおっしゃったように、出版社決まったら誰のところに執筆依頼がいっちゃうのか？と思うと心配です。ＭＬは機能していない。
湯本：それは九州班のＭＬで議論してください。

佐々木尚：３月に九州班会議がありますが、チャンスはあるのかな。それよりもこの議論の締切は早いと言うことですよね。その前に決めないといけないんですよね。分かりました。
高原：出版社に全６巻の内容をこれでということで、出版社に行ってからも校正できると思いますが、いま佐々木さんが言ったような締切があってある程度確定されるというのなら、１巻も急ぐ必要がある。まだ各２巻以降との調整をしないといけない部分もあって、各巻に入ったほうがいいような内容もあるかもしれないと思う。

佐々木章：二巻の構成の中で、草原というところを使った狩について、永松さんがいま阿蘇の焼狩のことをやっておられる。それをコラムか何かで書いて欲しい、という話が出た。巻をまたいで同じ執筆者が出てもいいんですか？

湯本：いいですよ。中井さんもそうです。適正だと思われれば、また、ご本人が書けるというのであれば。

佐々木尚：巻をまたいだ執筆者の調整はいつの段階でしますか？中澤先生がどうするかとか。調整をする仕組みがどこにあるのか、いつするのか。あったほうが、今日やるべきことかもしれないですが。現実的には無理？
湯本：早い段階でもういちど編集委員会をしたほうがいいってこと？ 
中井：巻をまたぐときは、それぞれについて書く内容があるので、それについて書いてくださいということだから調整する必要はないのでは。同じ事は書けないわけだから。
佐々木尚：ぜひ執筆して欲しい人がいるのに、全巻揃えてみたらその人が抜けていたみたいなことが起こりうるんじゃないかなと心配している。どの巻からもお呼びがなければ書かなくていいんですよね。個人名で言うと中澤さんの原稿がということが今回あがったわけですけども。本来の班じゃないところに放り込んだ方が他にもいらっしゃる。永松先生もそう。
白水：飯沼さんからは「中澤さんのことは個別に考えてみる」とおっしゃってくださいましたので入れる方向で考えてくれると思うけど。あれだけの研究をしておられるかたが出てこないのはどうかと思うので。中澤さん自身は第2巻で書くつもりでいたけど、今回この目次をみて「書かなくていいらしい」と言っていた。
佐々木尚：九州班のなかでもあって。書かなくていいと思っていた人が入っていたり、なくなっているとかあって。
白水：どちらからも抜けていることをチェックできるのは湯本さんしかいない。

湯本：クリスマスの頃をめどに、もちろん九州班は九州班で進めてほしいんですけども。１巻については高原さんに個別にお話に行きます。その辺は考えさせてください。片山さんも最近来ないので。その辺は。
高原：このリスト、各章に誰が書くという名前が入っているんですが、第1巻もそうですが、古生態の関連では第３巻にもあったりするけれども、私の名前は書いていますが、生態班の中で今後検討してこの部分はこの人にとか、何人かで書くとかは確定していない部分があると思う。できるだけ多くの人にかいてもらったほうがいいと思うので、古生態班の中でも相談したいと思う。

湯本：例の全員メールで経過は報告しようと思っています。８０ページに「林と里の」があって、高原さんと小椋さんには近畿班の巻の中でやってほしいと思っている。日本列島全体の話と近畿の話は別のものとしてやって欲しいと言う希望がある。

高原：私だけではなく誰か一緒に入って書いてもらうとか。古植生と植物化石とＤＮＡのグループの内容なども、百原さんからいわれているのはＬＧＭの全体の中での話なんで。そこのところをもうちょっと調整して欲しい。個別のやつをひとつずつやならいといけない。
湯本：執筆依頼がほんとに行くのはもうちょっと先だね。そういう心積もりをしてくださいということは言ったほうがいい。締め切りはこれくらいというのがもうあるので。いきなり締切来年12月のものを今から書く人はいないと思うんで・・・。
池谷：文一のやり方としては、査読が終わってから入ってくるんですか？査読がはじまると一方向になってしまうか、その期間が必要で、原稿が本当に揃うのかもあるので、サバを読んで締切を設定したほうが。
湯本：できた順から、みてもらう。スケジュールについては、また議論していないので。
安渓：ぼくは４つ書くことになっているけど、今から書かないと間に合わない。

佐久間：来年の全体集会、１１月末に「ドラフト（草稿）もってこい」というなら早く言ってほしい。来年のこのタイミングで何が起こるのか？

湯本：来年は会議を１週間早めにしようかと思っている。宿がたいへんとかほかの学会とかがあるとか。この日程はどうですか？宿も今からだと押さえられるはずだし。
矢原：今日の湯本さんのパワーポイントをいただけませんか？聞いていてちょっと早くて。全体として分かりやすいメッセージを送るというのは重要だと思うのですが。まず「賢明な利用」がどういう場合にあってなかったか、どういう場合にガバナンスがうまくいってうまくいかなかったか、いろいろあって。「いろいろありました」、だとメッセージとしては弱い。

湯本：第６巻で私と矢原さんが書くところは、そこはパラメータをあげて、概念を一般化するのが目的。
矢原：それぞれの巻である程度していただきたい。この巻ではこういうことが分かりました、と高校生とかに短いメッセージを伝えることを考えてやっていただきたい。

湯本：分かりやすいところ、本質的な部分だけを、パワーポイントを軽くしてみなさんに＝コアメンバー全員に　送ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
白水：来年の全体集会は何をやりますか？この日程だと、集まった直後が締切になる。

佐久間：そこにドラフトを要求されるのであれば、それはそれでよく分かる。

湯本：どうしましょう、何しましょう？正直、中身までは考えてなかったんですけど。前とはちょっと違うように3年間やったので。
佐々木尚：ワークショップも春と秋にやっていて、春は第6巻にいれた「生物文化多様性」の話と言うことになっていますが。９月をするのかどうか、秋にはせずにそのまま全体会議をするのか。

湯本：環境史年表の成果をもう少し聞きたい気がします。環境史ＷＧはどういうスケジュールで動くのか？

辻野：来年の五月にＷＳをして、その前日程にくっつけて環境史年表ＷＧの会議をしようと考えている。その前段階として5月までにそれぞれの地域班の中でどれがほんとにいけそうか、入力できるデータがあるかを見極めてどこに集中するかを決める作業を５月までにしたい。８月くらいにはファイナル的なものを作らねばならないなという意識はある。

湯本：９月にそれをお披露目してみなさんのご批判をいただく？
辻野：そうなりますね。

佐久間：じゃないと１２月に書けないよ。

佐々木尚：「環境史年表に関わる原稿と、序章と終章は後でいい」と全体会議では言ってましたよね？

湯本：みんながそれを見たいという意識はある。

高原：環境史年表は、並行に動いて、新たなものが見つかったりするのでは。古生態のような分野のデータがどういうふうに入るのか、それをもとに何か新たに入れるものが出てくるものがあるのでしょうが。書きながらそういうものが使えるようになった段階で色々と書いているものを修正したり加えたり。

辻野さんがさっきいつまでに、そのデータを要求されるのがどうかと自分では思いますが、それが集まった上で、昨日見ていただいたようなものをインターネットで自分で操作しながら見ていけるのか。それをどう公表するのかという話で、可能ならデータのクレジットの話がありましたが、最後のところにＤＶＤでそれが入っているとか、利用できる範囲のデータにすればいいと思う。

湯本：このプロジェクトが終わるまではメンバー限定のページで公開できる。それは可能。それが終わったときにどうしようかということを話したつもり。なあ辻野、９月にしてみようか？　環境史年表のＷＳ。

辻野：・・・はい。

湯本：それは、各メンバーのほうからでも。
湯本：それで、来年の１１月の会議では何を話しましょうか。

佐久間：２０１１年問題。Ｗｈａｔ‘ｓ　ｎｅｘｔ？

安渓：うわーっと華やかに終わる。

今村：コメントには次への萌芽というのもあるよね、というのはいただいていた。終わっていないけど、できそうにないけどやりたくなった。

湯本：これだけ変わった人たちをアンサンブルする機会はそうないので、学会とはいわないけど、みたいな形で残すというアイデアはある。

地球研の枠組みでいうと、あと８４５日で終わると。継続はなし。打ち切りで、研究員はみんなクビになる。わたしもクビ・・というのが普通なんですけども、最近なんか偉くなっちゃってるので、推進センターに移って、定年なし。殿堂入りの可能性あり。
今村：一応ブーイングしとこう・・

湯本：例えばメンバーの誰かがが地球研に移ってくるというのもありうるわけです。地球研はぬるいなりにも生き馬の目を抜くところもあって、研究がすごくできるというだけでは務まらないというところはあります。

児島：巻の序章の「環境史年表」では見通しを書くわけでしょう？

湯本：後に続く論文のてびき。環境史年表を活かして、構成を説明する。これで何が言いたいのかというところだと思う。序章と終章の関係ですよね。

児島：それと序章のタイトルで出ていることと、辻野さんがデモンストレーションしてくださった環境史年表とは別物ですか？

湯本：あの成果は膨大なものかもしれないが、本に無理なく入る程度の圧縮版を付けたいと思っている。

矢原：今の質問に関しては別物ですよね。序章はロードマップ。

佐久間：その材料として辻野さんたちの成果をつかっていただきたい。成果を使えるようにデータを入れてほしい。
児島：環境史年表がある程度できないと書けないんじゃないですか？

湯本：序章と終章は来年末は無理です。それは3ヵ月後。序章はいいのか・・・。

矢原：序章は各執筆者の章を博物館の展示としたら、はいってみるとどうぞお楽しみくださいというようなもの。

湯本：私もそう思います。

池谷：終章書くタイミングは全部１２月ですよね、出たものを読んで終章を書く人が書くんですよね。

湯本：終章と序章については１２月終わりに出たものをみて書いていただくことになります。第6巻のいくつかの章もそうかもしれません。
高原：琵琶湖でやったときにその議論をして、各地域班ごとの環境史年表を作ることにして、佐々木さんが概念的なものをつくってましたよね。それに基づいて全体的なデータを全部集めたのを辻野さんたちに渡して、その中から地域班のある程度概念的な図もいる。それに基いて各巻の環境史を概略するんだと思います。

湯本：まさにそうだと思います。抽象化したものをつかうしかない。ほんとの年表だと年表だけで一冊終わってしまうので、概念的なものだと思う。アクセスしたいときにはアクセスできるようにしないといけない。・・だめ？

佐久間：時空間ＧＩＳのことを１巻か６巻で語らないといけないのでは。あのＷＧはひとつの手法班みたいなものだから、手法の説明もあっていい。

高原：それなら第１巻。

湯本：この巻の特徴は、ということを序章で書く。これで大丈夫ですか？

児島：班長に聞いて。

田島：（首をかしげる）

湯本：４巻の序章については、場合によってはわたしが書きます。こういう無理な結婚をお願いしたのは私ですから責任を取らないと。

安渓：しっかり議事録に書いといてね。

矢原：環境史年表の要約版みたいな。それぞれのイベントについて、あれは成功、これはどっちでもいい、というような簡単な評価はやりそうですか？

湯本：するなら６巻の矢原・湯本のところでしましょうか。

松田：各イベントというよりは、もう少し特定されない形になっていますね。この時代の何という言い方ならできるかも。
矢原：その部分の整理はできていません。いろんなケースがあるのは分かるけれども。
湯本：近世で哺乳類が減っているというのは間違いない。また今こうなっているとか。生態系サービスという概念で考える必要がある。

安渓：生態系サービスすごろくというような教育的なものをおまけにつけるといい・・冗談ですけど。

湯本：来年の11月28・29日の全体会議では「締切はあとひと月ですよ、がんばってくださいね！」と終わり方についての原案ですね。多様性領域についてはいいＩＳがないので、お知り合いの方にＩＳを出すように進めてください。とくに文科系の方は歓迎します。

松田：締切は？

湯本：４月早々です。

佐久間：列島ＭＬで流してください。

白水：５月のＷＳは何をやるんですか？
湯本：６巻の執筆者で・・白水さんも入っていますね。日程については、星取表を回しましょう。コアメンバーに。
池谷：５月の後半は文科系の学会が多いです。４月はまだまし。

湯本：べつに京都でなくていい。食い物のおいしいところ。

白水：内部的なものですか？

湯本：そうです。研究会扱いですね。

　　あとほかに色々スケジュールが書いていますけども。2010年5月頃にCOP10の年には、終了するプロジェクトが国際シンポジウムで話をする。佐藤プロに栽培植物とか農業とかのことをやってもらってすみわけができると思う。それを地球研として発信するつもりです。

生態学会はＣＯＰ10にはどういう形で関わるのでしょうか？

矢原：生態学会では今月17日に集まって、シンポ、プレコンファレンス準備委員会をスタートさせます。そこで相談して。
松田：それは生物系の学会ですか。腰が軽いのはＮＧＯでしょうね。そういうのがあったら、そういうところでサテライトというか、日程を適当にくっつけるのが楽。そうしないといろんなところに行かないといけなくなる。

高原：全体集会は11月の末？
湯本：それでいいですか？確定させたいんですけども。

高原：今日は各本の構成を班ごとにお話いただいた。2009年9月に解析が終了して、それによってそれぞれのところで結論、ここまでできましたという話はできるのではないですか？それがあって、原稿締切があって。全体集会でできましたというそれを発表するというのは？まとめでいいのでは。
湯本：あっ、そうだ!! プロジェクト4年目なので、このプロジェクト自体の評価があります。2010年の2月だか3月に。その前にみなさんの成果を集める必要がある。

松田：来年の全体集会は、評価される人に向かってオープンにやる？2010年2月をタイムスケジュールに入れておかないと。最終評価ね。
湯本：プロジェクトが終わって2年後にも評価があります。論文も出し続けますよね。思い出した！大事なことを忘れていた。そのときに英語の発信を考えていかないと。理科系の人はいいとして、全体の英語の発信をどうするのか考えないと。エコロジカルリサーチモノグラフを一冊出す方法もある。そういうことを考えないといけない。

松田：武内和彦は国連大学出版で出した。自分で英語で書くか。

湯本：今ならお金があるので外注して、英語に直してもらうこともできる。来週末の龍谷大学の国際シンポは日本語でやるらしいし。

松田：それに関係するような外国の人の目星をつけないと。

湯本：地球研の国際シンポで外国の人を呼ぶ必要がある。

高原：2010年の5月のシンポの題名とか、来年5月のＷＳの「生物文化」については？

湯本：「生物と文化の多様性」なのか「生物文化というものの多様性」なのか分かんないですよね。生物だけではなくて文化のことも入れるんだと考えてください。「生物文化」というものがあってその多様性という考え方もあります。まだ野のものとも山のものともいえません。Biocultural diversity ということを言っている人もいる。

佐々木尚：秋道先生は「生き物文化誌」ということを言っておられます。

松田：そういうことになると、結構狭くなる。

湯本：鵜飼とかは大事だけれど、もうすこし広い意味で。

松田：場所は横浜でやるんですかこれ？

湯本：国連大学の高等研究所の人にオブザーバーにきてもらってもいい。

松田：基本的にはＷＳ？

湯本：基本的にはクローズ。横浜の国連大学の高等研究所ってありまして多少付き合いがある。

松田：今そういうことをやると、ＣＯＰ10にインプットされる可能性もある。

湯本：横浜でいいですか？

佐々木尚：参加者の対象はどれくらいの範囲ですか？全員か？基本的にコアメンバー？
湯本：阿蘇並み、では大きすぎる？　
佐々木尚：阿蘇はほとんど全員。来たい人はだれでもという感じでしました。
湯本：ここは全員に関わることですので。

佐久間：ワイズユースのときも結構たくさん。

佐々木尚：それは秋ですよね。コモンズのとき。4月は小さめに、コアメンバー会議にプラスして勉強会。ほとんど全員が集まる勉強会2回と全体会議と全部で3回するということですか？計算としてはお金のあてをつけておかないと、ということでうかがっているのですが。環境史年表のほうをコアメンバーだけにする？

湯本：どうしましょう？
松田：5月はコアメンバーでいいんじゃないですか？9月の年表のほうはみんな見ないと。

湯本：そうしましょう。5月はコアメンバー。9月の環境史年表ＷＳはプロジェクトメンバー全員にご案内すると。

それからみなさんご心配の、例の予算の話を。来年度から相当減るんです。今年ほどにはお金がないことをまずご理解ください。環境史年表にしても中央で作業量が大きくなる可能性があるので、集会の費用も削れないところがあるので。何割減かにはなります。最終年度はもっとお金が減るのでどうしようかと思っています。あとはどれくらい何に使うかはどうしてるんだっけ。
高橋：今年の残り予算をどう使うかは、19日までにお返事下さい、と各班にはメールしています。

湯本：お返事ください。基本的にはそうですが、一応言ってください。
高橋：間に合わないですよ？所内の増額要求の締め切りがその日ですから。

佐久間：班間調整のことを言っている？

高橋：追加予算の話？
松田：残っている金をだれがどう使うかという話ですよね。

細井：あんまりないから。増額要求が要るか、今聞いたらだめなんですか？

湯本：奄美沖縄セミナーにお金がない話は聞きました。

佐藤：うちも追加希望です。

松田：湯本さんが判断すればいい。

湯本：とくにお金がたくさん要るという人と、要らないという人は早めに教えてください。
児島：確認ですけど。出張届けと受注品の申請書を1月末くらいに出さないといけないんですよね?3月の初めの頃に実現するものだけ？

細井：3月いっぱいまでに請求が完了請求書がくればいいです、納品で。謝金は、3月頭までに作業が完了していないと、精算するのに間に合わない。
湯本：・・だそうです。管理部は焦っている。あるプロジェクトは発掘できないといっている。他に何か？来年のＷＳ，全体集会、ここまでできましたと報告してもらう。

辻野：シリーズ本以外の出版について。個別の新書を出すとか個別の論文はそれぞれやればいいが、手法班は雑誌の特集記事を出すとか出さないとかいっていましたが？話が進んでいたりするんですか？
湯本：それはおもに古生態と植物地理。前に話しましたね。可能性はないでしょうか？
高原：昨日村上さんと相談して、新しい年度に出来るだけ早くにお互いのすり合わせをしてまとめようということを。出版のあては論文とかレビューみたいなものを。

村上：レビューみたいなのを頭に置いてますけど。英文のレヴューを作るということですよね。

高原：どこに投稿するかはまだ決めていない。特別号にしてもらうというのではない、投稿論文というかたち。
湯本：・・だそうです。古人骨は決まった分野なので、そういうディシプリンのジャーナルに。

村上：僕たちのほうが学会が違うから、どこにだすかが問題になるかもしれない。長さが長くなりすぎる心配が。コンパクトサイズにはならないかもしれないですよ。

湯本：他に何か、ここで是非というものがあれば。5月のＷＳについては、題名を含めて松田さんと相談してまた決めます。それでは長時間どうもありがとうございました。

